
令和６年９月１日 

茨城県立 IＴ未来高等学校長 

 

不祥事根絶のために 

 

日頃から学校教育に携わる者として、私たちはコンプライアンスを常に意識

し、責任をもって教育活動に専心しています。充実した教育を展開するために

は、コンプライアンスを遵守する意識を絶えず持ち続けることが大切だと考え

ています。 

 

そのため、私たちは校内で研修を行い、コンプライアンスを守るためのチェ

ックリストを作成し、それを活用しています。このチェックリストを用いるこ

とで、全ての教育活動が法令や倫理規範に則って行われていることを確認し、

安心・安全な学習環境の維持に努めています。 

 

この取組を生徒や保護者、そして本校に関係する皆様に知っていただくため

に、本校のチェックリストをホームページ上に掲載いたします。皆様には、私

たちのコンプライアンスに対する姿勢と取組について御理解いただき、引き続

き御支援いただけますようお願い申し上げます。 

 

個人情報の適切な取扱い 

□ 個人情報の取扱いに関する規程を理解しているか。 

□ 個人情報の紛失や盗難が加害者になる可能性を理解しているか。 

□ 個人情報を校外に持ち出す際は、規程に基づいて適切に取り扱うことを理解して

いるか。 

□ 個人情報が記載された印刷物を廃棄する際、確実に外部に漏洩しないような措

置を取ることを認識しているか。 

□ 電子メール送信前に、送信先のアドレスや添付ファイルの内容を確認すると共

に、他の誰かに確認してもらうことの重要性を理解しているか。 

体罰・暴言の撲滅 

□ 体罰や暴言が法律で禁止されている行為であることを理解しているか。 

□ 体罰や暴言が生徒の心身に深刻な影響を与えることを理解しているか。 



□ 体罰や暴言が生徒同士のいじめや暴力行為を助長する恐れがあることを理解し

ているか。 

□ 生徒が自身の改善点を納得できるような指導を心掛けているか。 

□ 先輩教員に対しても、行き過ぎた指導を指摘し合っているか。 

パワー・ハラスメント撲滅 

□ パワー・ハラスメントが職員・生徒の人格や尊厳を害する行為であることを理解し

ているか。 

□ 先輩・後輩間や同僚間でも起こり得ることを理解しているか。 

□ 職員以外の者にもパワー・ハラスメントに類する言動をしないことを認識している

か。 

□ アンガーマネジメント等について学ぶことは、怒りの感情と上手に付き合うために

大切なことであると理解しているか。 

□ 自分の言動を振り返り、同僚と注意喚起できる職場雰囲気が大切だと認識してい   

るか。 

 

飲酒運転防止 

□ アルコールを飲んだら運転しない強い決意を持っているか。 

□ アルコールが翌朝まで残る場合があることを知っているか。 

□ 運転をする人に酒を勧めないことを認識しているか。 

□ 飲酒運転による事故が重大な法的処罰を伴うことを理解しているか。 

□ アルコールを伴う懇親会に参加する場合は、飲酒運転防止のために、帰宅方法

をお互いに確認し合うことの重要性を理解しているか。 

 

わいせつ行為撲滅 

□ わいせつ行為が生徒の尊厳を傷つける重大な犯罪であることを理解しているか。 

□ SNS を通じた個人的なやりとりがわいせつ行為の発端になり得ることを理解して

いるか。 

□ 生徒の相談を他の教職員と共有し、組織的に対応しているか。 

□ 密室で一対一の指導が不祥事につながる可能性を認識しているか。 

□ 「教育職員等による児童生徒性暴力等の防止等に関する法律」を知っているか。 



盗撮行為撲滅 

□ 盗撮行為が生徒の心を傷つける犯罪行為であることを理解しているか。 

□ 校内での盗撮が学校教育全体に与える影響を理解しているか。 

□ 授業や部活動の様子を個人所有の機器で撮影する危険性を認識しているか。 

□ 個人所有の機器の使用・持込みに関するルールを理解しているか。 

□ 盗撮行為がストレス解消等の目的で行われ、依存状態になり得ることを理解して

いるか。 

□ 第三者による教育環境設備の点検は、盗撮行為の防止策として一定の効果があ

ることについて理解しているか。 

セクシャル・ハラスメント撲滅 

□ セクシャル・ハラスメントが相手の人権を侵害する行為であることを理解している

か。 

□ 自分の言動が相手を不快にさせる可能性があることを認識しているか。 

□ 言動を不快に感じるかには個人差があることを理解しているか。 

□ 同僚同士で注意し合う風土が大切だと認識しているか。 

公金の適切な取扱い  

□ 公金や準公金の会計を厳密に管理しているか。 

□ 学校で徴収した現金の取扱いや管理方法を理解しているか。 

□ 会計業務を担当者任せにせず、複数の目で確認しているか。 

□ 出納帳を作成し、管理職の点検を受けているか。 

 

営利企業等の従事制限 

□ 営利企業への従事が地方公務員法で制限されていることを理解しているか。 

□ 兼職や他の事業への従事が教育公務員特例法で制限されていることを理解して

いるか。 

□ 営利企業等への従事になるかもしれない場合は、必ず事前に管理職に相談する

ことについて認識しているか。 

 


